
 

 

 

 

 

 本校の水泳学習は、昨年度からスイミングスクール（YMCA熊本むさし）を活用した授業を行ってい

ます。これは、熊本市が推進している学校プール再編事業として行われているもので、昨年度はモデル校

として効果を検証し、今年度から実践校として継続しています。 

 今年度の水泳学習の様子を紹介するとともに、スイミングクラブでの水泳学習の効果や課題について

述べたいと思います。 

 

                             

                              スイミングクラブの利点 

１年生の水泳学習の様子  水慣れ 

 

 

 

 

 

 

 コース別学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 
○ 楽しさについて 

  児童のアンケート結果では、「とても楽しかった」「楽しかった」「面白かった」「もっと練習したい」 

と回答した割合が９９％でした。寒くないことやインストラクターの適切な指導・支援がこの回答に繋 

がったと思われます。 

○ 泳ぎの上達について 

  児童のアンケート結果では、「とても上手になったと思う」「上手になったと思う」と回答した割合が 

８８％でした。特に低学年や中学年で肯定的な回答が多く、「顔をつけることができるようになった」 

「クロールができるようになった」「息継ぎができるようになった」という回答が多く見られました。 

○ 本事業の継続について 

  児童・保護者・教職員のアンケート結果では、「来年度もスイミングクラブで水泳授業をしたい」と 

 回答した割合は、３者とも９７％を超えています。授業参観期間を設けたことで、保護者にスイミング 

 クラブの良さを周知できたこと、さらには教職員も負担が軽減したことを実感できたと思われます。 

【課題】 
 保護者の要望で一番多かったのが「回数を増やしてほしい」でした。２時間続きで実施するため、１，

２週間に１回という授業回数になり、物足らなさを感じていると思われます。しかし、自校のプールで授

業をしていた時と比較すると、授業時間の減少はほぼありません。 

 また、インストラクターに指導を任せるため、若手教員の指導力（授業力）向上に繋がっていないとい

う意見もみられました。教職員に対しては、できるだけ入水し、インストラクターと一緒に指導すること

で、水泳指導の技術を学ぶよう伝えています。 
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文責：池田 誠 

スイミングクラブでの水泳学習の様子 

成果と課題（昨年度のアンケートから） 

○ 天候に関係なく実施できる。 

 （室内、温水） 

○ 安全管理の向上。 

 （担任 1人、インストラクター2人、監視 1人） 

○ 教師の負担軽減。 

 （水質管理、施設管理） 

インストラクターの方々が安全面に配慮し

ながら、丁寧に指導を行っています。コース別

学習では、少人数指導の中、個人の能力に合わ

せて、「顔を水につける」「頭まで潜る」「浮く」

等のスキルを習っていました。 


